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◎写真提供＆協力
　「中大スポーツ」新聞部

◎制作協力
　平田碧　太田まゆみ　土谷彩絵子（株式会社ツグミ）

　稲葉美枝子（株式会社オーク）

　桧一郎　村田朋隆（研精堂印刷株式会社）

　亀井宏昭

◎学生記者
　本間友理香　　　宮田詩織　　　宮本大句見

　中里真侑　　　　齋藤優衣　　　津田翔

　平岡亜美　　　　石井伊蕗　　　森康太朗

　松村吏紗　　　　中村美咲　　　澤畠彩香

　山口真歩　　　　（順不同）

◎取材協力
　学事部

　各学部事務室

　大学院事務室

　学生部

　ボランティアセンター

　中央図書館

　国際センター

　入学センター

　キャリアセンター

　学友会

　経理研究所

　学員会　ほか

編集室

　春夏の高校野球で甲子園球場には何度も訪れた。もちろ
ん球児としてではなく、仕事（新聞記者）で。少年野球の
経験くらいしかないのに、スタンドの銀傘の下でグラウン
ドを初めて見渡したとき、胸が高鳴ったのを覚えている。
「これが甲子園か」と。
　選抜高校野球が戦時中の混乱期に中断されたのを除く
と、歴史上初めて中止された。新型コロナウイルスの感染
が広がり、選手の安全、健康管理を重視した主催者の苦渋
の決断だという。夏の地方大会では、敗れたほとんどの球
児が「甲子園に行きたかった」と口にする。時代が移って
もその思いは変わらないだろうし、令和になって、こんな
事態が起きるとは思ってもみなかった。
　影響は高校スポーツだけでなく、大学生の活動やプロス
ポーツ界、大勢の集客を伴うイベントなどに広がり、混迷
の先行きが見通せない。
　中央大学も卒業式の規模縮小、入学式の中止のほか、春
休みで海外遠征や合宿などを予定していた部活動、各種行
事などに影響が出ている。予定された大会、公式戦や発表
の場などがなくなると、心配になるのは学生個々のモチ
ベーションの維持だ。東京五輪、パラリンピックを目標に
掲げている中大生、卒業生も多い。影響が最小限にとどま
ることを願わずにいられない。
　「HAKUMON Chuo」は学業や研究、スポーツ、文化、
ボランティアなどの活動に一生懸命に向き合う中大生、大
学院生を紹介する大学広報誌です。春号は毎年、入学の日
に合わせて、新入生を含む学生や保護者の皆さま、卒業生
らに配布されています。この春から多摩、後楽園、市ヶ
谷、市ヶ谷田町の各キャンパスで研鑽を積む皆さんの入学
を心よりお祝いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　   （編集長　北村豊）
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